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ドキ ュ メンタノ
ー

映 画

核 の 傷 肥 田 舜 太 郎 医師と内部 被曝

内部被曝の実態を訴え続ける肥 田舜太郎被曝医師

映画 の 中で肥 田医師は ､ 直接被爆 して い ない 人 々 も ､
ただ体が だ

る い と い っ た原 因不明の症状を発症 して い く こ との 疑問を ､ 戦後

3 0 年経 っ た 1 9 7 0 年代にや っ と理解でき るよう にな っ た と語 る｡

その 理解 の 元 となるの は ､
ア メ リカ の 原発製造会社ウ ェ ス テ ィ ン

グ ハ ウス 社に勤めて い た ス タ
ー ン グラ ス 博士が低線量被曝に つ い

て の 実態 を研 究した 著書 『低 レ ベ ル 放射能』 である ｡

ス タ ー

ン グラ ス 博士 は ､ 原発 か らは平常の運転時でさえ放射能 が

漏れて い て ､ その 地域 の 癌の 発症率が 高い と い うデ
ー

タ を挙げて

お り
､ 原爆投 下後の 調査で も低線量被曝の影響をアメ リカは意図

的に隠 してきたと憤 る｡

｢ どれく ら い の 放射線が人体に と っ て 限界なの か ､
広島 ､ 長崎で

の調査を元 に ､ アメ リカの A B C C (原爆障害調査委農会) が 基準を決

めて い る ｡ ほ ん の 少 し体内に入 っ た放射線の 粒が どれだiナ人体に

影響を与え るの か ､ 科学を名 乗 っ た最も権威の ある集団が嘘を つ

い て い る の です｣
- ( 肥田舜太郎)

なぜ 日本政府 は米 国政府 と結託 して嘘をつ い た の か

なぜ 日本政府は ､
ア メ リ カ政府と結託 して ､ 原爆 によ る死 亡者の

数 を隠そ うと した の で し ょ うか ? 日本 にと っ て ､ 原爆 は忘れ去り

た い 過去で あり ､ 敗戦 の 屈辱を思 い 出 したくなか っ たからか もし

れ ませ ん ｡ そ してな に より ､ 被爆者の 認定は ､ 国の 膀償資任 にも

つ なが る問層だ っ た か らで しょう｡ 1 9 4 5 年に原爆が 落とされ てか

ら ､ 数千回もの 核実験が世界で繰り 返 されてきま した ｡ そ して ､

何千発もの 核弾頭が ､
い つ 爆発す るか分か らずに眠 っ て い ます ｡

何百 と い う原子力発電所が稼動 し､ 放射能を含ん だ ゴ ミが ､ 毎 日 ､

生まれ て い ます｡ ( 『核 の 傷』 ナ レ ー シ ョ ン)

肥田舜太郎さんプロ フィ ー ル
1 91 7 年広島市生まれ｡

194 4 年陸軍軍医学校を卒業 ､ 軍医少尉として広島

陸軍病院に赴任｡

1 94 5 年 8 月 6 日 ､ 原偏に被爆 ､ 直後より被爆者救

援 ･ 治療にあたり､ 戦後 67 年間､ 被爆者治療と核

廃絶運動に献身して いる ｡ 20 09 年に医療活動から

引退後も ､ 執筆､ 翻訳 ､ 講演活動を焼け､ 2 011 年

の福島原発事故後に急増した取材 ･ 誠演依頼にも応

え続けて い る｡

著審 『ヒ ロシ マ ･ ナガサ キを世界 へ 一 概爆医師の

反核語り部せ界行脚』 ( あけび書房 ､ 1 99 1 年) 『基

島の消えた【トー 毯腰軍医の 証宮』( 初版 ･ 日中出版 ､

1 9 82 年/ 増補新版
t

影書房 201 0 年) 『ヒ ロ シマ.互
生きのぴて ℡ 被爆医師の戦後史』( あけび容易､ 2 00 4

年) 『 楓 魚塵』 ( 共著､ ちくま新書 ､
2 005

年) 『 膜 壁』 (扶桑社新書､ 2 01 2 年)
･ 訳香

多数

私たちの会は
2 0 0 1 年 9 月 1 1 日の ニ ュ ー ヨ ー クで

のテ ロ事件の あと､ ｢ 誰の命も大切 に

されなければならい ｡
一 人ひとりの 平

和へ の思い を小さくて も声に出 して い

こう! ｣ と集まり活動 を続 けてきま し

た｡

福島第
一

原発の事故がもたら した悲惨

な現実は ､ 戦争 によ っ て いの らや人間

と しての 尊厳を等われるの にも等 しい

と感 じます ｡ 将来 に生きる人達の ため

に､ 今､ 私たらは伺 を引き受けなけれ

ばな らな いの で し ょ うか ｡ こ 一 緒に考

えて いきた いと思い ます｡

｢ テロ に も戦争に も N O を! ｣ の 会




